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報道関係各位

件 名 飯能第二小学校における放課後子ども教室の開設について

１ 概要

放課後子ども教室につきましては、教育的配慮を持って、児童数の減少によっ

て将来存続が危ぶまれている小規模校を最優先に取り組むこととし、令和５年度

中に飯能第二小学校において、開設することとして準備を進めてまいります。

２ 内容

放課後子ども教室につきましては、令和元年度から奥武蔵小学校で実施してお

り、第５次総合振興計画後期基本計画の基本施策「未来を拓く子どもの教育の推

進」として、また、新井市長の公約である「切れ目のない子育て支援、特色ある

教育の提供」の実現に向けた施策の一つとして位置づけており、今年度、教育委

員会内に放課後子ども教室検討委員会を設置して、放課後子ども教室の拡充につ

いて鋭意検討を進めてまいりました。

その結果、放課後子ども教室の拡充については、更なる少子化への対応や、特

色ある教育活動を行う小規模校の教育活動の一層の活性化を図るためにも、教育

的配慮を持って、児童数の減少によって将来存続が危ぶまれている小規模校を最

優先に取り組むことといたしました。

放課後子ども教室の２校目の開設にあたりましては、児童数が特に減少してい

る状況にあり、また、小規模特認校の中でも、小規模特認校として今年度の実績

がなかった飯能第二小学校において、令和５年度中に開設することとして準備を

進めていくこととしました。

放課後子ども教室の開設により、さらに学校の魅力を高め、一人でも多くの児

童に通学してもらえるよう取り組んでまいります。

飯能第二小学校での放課後子ども教室の具体的な実施メニュー、実施時期等に

ついては、教育委員会、飯能第二小学校、児童、保護者等と検討を重ねてまいり

ます。
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～ 奥武蔵小学校における放課後子ども教室の様子 ～

「ホッケーを楽しもう」
低学年と高学年に分かれ、実際に選手として活躍する先生達から指導を受けま
した。

「コオーディネーショントレーニング」
駿河台大学教授をお呼びし、体幹を鍛える様々な動きを体験し、楽しみました。

「ａｂｃであそぼう！」
地元在住の英語教師をお呼びして、アルファベットに親しみました。

「サイコロを作ろう」
地元在住の塾講師をお呼びして、三角形をつなぎ合わせて、図形に親しみまし
た。

「かわしま先生と絵を楽しもう！」
市内在住の絵本作家をお呼びし、絵を楽しみました。

「リースづくり」
放課後子ども教室スタッフと一緒につた、落ち葉、木の実などの自然のものを
材料として使ってリース作りを楽しみました。
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ソニー・ミュージックエンタテインメント様をお呼びして、年間を通して授業を行っております。

名栗げんきプラザ

【ゆるSTUDY LABO「プログラミング×音楽」】
１学期は初めての取組「ゆるSTUDY LABO「プログラミング×音楽」」を行いました。GIGAスクールにより児童が持つタブレットを使って音を楽しみました。タブレットと
機器の接続が難しい部分もありましたが、最後にはきらきら星の演奏を行いました。

【ゆるSTUDY LABO「自分を表現しよう！ミュージカル」】
２学期は「ゆるSTUDY LABO「自分を表現しよう！ミュージカル」」を行いました。今回は、初めてセリフの台本もあり一人ひとりがセリフに取り組みました。最終日には、
学校・放課後児童クラブの先生達の前で発表会を行いました。

【西川材クラフトひのきのぼるくん作成】
名栗げんきプラザから先生をお呼びして、西川材を使用したおもちゃ「ひのきのぼるくん」を作成しました。作成後は、体育館の色々 なところに吊るして遊びました。


